　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大規模災害時の緊急車両への優先給油について

１．趣　　旨
　大規模災害時において、県民の生命や生活の維持、ライフライン等の迅速な応急復旧を図るために必要な車両のうち、優先給油しなければならない車両を緊急車両と定め、大規模災害時に優先給油所において混乱を招かないよう、県民に対し、緊急車両に係る基準及び優先給油についての周知を図るとともに、石油燃料供給対策の手順を定め、関係者間で情報共有を図る。

２．緊急車両の定義
①　赤色灯付の車両
②　医療機関の車両、医薬品、医療材料等を搬送する車両（医療機関等の名称が表示されている車両）
　③　訪問看護、訪問介護、居宅療養管理指導を実施するための車両
④　電気、ガス、上下水道、通信等のライフラインの応急復旧を行う車両
⑤　道路、河川、港湾、鉄道等の公共施設の応急復旧を行う車両
⑥　給水車、ごみ収集車、除雪車等の県民生活の維持を図るために必要な車両
⑦　行政機関の依頼に基づき、支援物資等の運搬及び災害防止活動を行う車両
⑧　県、市町村、一部事務組合、広域連合の公用車
　⑨　その他、青森県災害対策本部等が必要と認めた車両

３．緊急車両使用（管理）者の役割
　①　緊急車両は、平時から燃料を満量近くで保管するよう努める。
　②　緊急車両は、災害発生時は指定された目的でのみ車両を使用する。
　③　県民の理解を得るため、優先給油を受ける場合は、所定のステッカーを貼り付けて給油を行うこととする。
　　　なお、ステッカーが不足している緊急車両使用者は、ステッカーのみで対応できない場合は、暫定的な措置として、有効期限内の緊急車両証明書に施設名を記載し、掲示して給油を行うこととする。
　　（道路交通法施行令第１３条の規定に基づく緊急自動車のうち、赤色の警光灯を備えた車両を除く。）

４．緊急車両の指定
　①　緊急車両は、県庁各部局長、市町村長、一部事務組合・広域連合の長、指定（地方）公共機関の長が指定する。
　②　赤色灯付の車両は、指定されたものとする。
　③　事前に指定することのできない支援物資等の運搬車両、応援車両及び応急復旧工事や災害防止活動を実施する民間事業者等の車両については、当該車両が給油を受けようとする時に応援等の要請を行った県庁各部局、市町村、一部事務組合・広域連合、指定（地方）公共機関の長が①に準じて指定する。
　④　上記①又は③により緊急車両を指定した者は、別添１「大規模災害時石油燃料供給対策に係る緊急車両情報報告書記入要領」に基づき、「大規模災害時石油燃料供給対策に係る緊急車両情報報告書」（様式１又は様式２）を作成の上、速やかに青森県知事に報告する。

５．車両への優先給油対策（全体の流れは、別添２「緊急車両への優先給油について」のとおり）
（１）優先給油の開始日
　①　２．緊急車両の定義③以外の緊急車両には、青森県災害対策本部が石油燃料供給対策の実施を決定した時から優先給油を行う。
[bookmark: _GoBack]　②　２．緊急車両の定義③の緊急車両には、青森県災害対策本部が石油燃料供給対策の実施を決定した後概ね４日目以降から優先給油を行う。
（２）緊急車両の表示（赤色灯付の緊急車両を除く）
　①　２．緊急車両の定義③以外の緊急車両は、「赤色」の所定のステッカーを貼付する。
ステッカーが不足している場合は、「赤色」の有効期限内の緊急車両証明書に施設名を記入し、掲示する。
　②　２．緊急車両の定義③の緊急車両は、「黄色」の所定のステッカーを貼付する。ステッ
カーが不足している場合は、「黄色」の有効期限内の緊急車両証明書に施設名を記入し、掲示する。
（３）経費負担
　　　石油燃料の給油に要した費用は、原則、給油を受けた者が負担することとする。
（４）優先給油の手続き
　①　経済産業政策班は、青森県石油商業協同組合・青森県石油商業組合（以下、「県石商」という。）と協議・調整のうえ、優先給油に協力可能な給油所リストを作成する。
　②　経済産業政策班は、当該リストを緊急車両の指定者（県庁各部局長、市町村長、一部事務組合・ 広域連合の長、指定公共機関の長）に対し、電子メール、ＦＡＸ、電話のいずれかの方法により随時情報提供を行う。 
　③　緊急車両の指定者は、必要に応じて、緊急車両の使用者へ情報提供を行う。
　④　緊急車両の使用者は、所定のステッカーを貼付、又は、有効期限内の緊急車両証明書
に施設名を記入し、掲示したうえで、優先給油を受ける。
　⑤　給油を受けた者は、当該給油所とその給油に要した費用及び支払方法について協議のうえ、速やかに支払うものとする。

　⑥　県公用車の給油については、「公用車給油カード取扱要領」に定める手順によるほか、青森県石油商業協同組合と毎年度締結する「物品供給契約書」による。

６．緊急車両の指定を受けていない車両の場合
　　緊急車両の指定を受けていない車両を有する者が給油を受けようとする時は、４．緊急車両の指定③に基づき指定を受けた後、５．緊急車両への優先給油対策に準じて優先給油を受けることとする。

７．事前対応事項
　①　緊急車両への優先給油対策の実施に当たって必要な情報については、県石商と予め情報共有を図っておく。
　②　緊急車両が優先給油を受ける際に使用する所定のステッカー及び緊急車両証明書は、大規模災害時に備え、緊急車両の指定者に予め配布しておく。
　③　緊急車両の指定者は、災害発生時に緊急車両の使用者が所定のステッカーを円滑に使用できるよう努める。
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)大規模災害時石油燃料供給対策に係る緊急車両情報報告書記入要領

１．全体事項
　・当該報告書は、情報整理者である県庁各部局、市町村、一部事務組合・広域連合を経由（確認）して提出するものとします。
・ただし、当該緊急車両の所有者が指定(地方)公共機関の長の場合は、「指定(地方)公共機関の場合」の報告様式を使用することとし、県経済産業部経済産業政策課に直接提出することができるものとします（県所管課経由も可能です）。
・ファイルは、「報告責任機関名_緊急車両」としてください。
＜入力例＞ 青森市_緊急車両 
東北電力㈱青森支店_緊急車両 

２．各項目に係る事項
（１）報告責任機関代表者 
大規模災害時石油燃料供給対策に係る緊急車両を指定し、当該報告を行う機関の責任者は以下のとおりとします。 
①県庁の各部局長 
②市町村長、一部事務組合・広域連合の長 
③指定（地方）公共機関の長 

（２）情報整理担当者（※指定(地方)公共機関の場合のみ記入） 
・当該報告書の情報整理者の組織名称等を記入してください。 
・県庁各部局は「部局名・課名」、市町村は「市町村名」を記入してください。 
・指定(地方)公共機関の長が県経済産業部経済産業政策課に直接提出する（情報整理者を経由しない）場合は、斜線を引いてください。 
＜入力例＞ 健康医療福祉部・医療薬務課、○○市
 主幹・青森花子
 017-734-1111・017-734-1112

（３）報告責任機関の担当者 
・当該報告責任機関の担当者の組織名称等を記入してください。 
・県庁各部局は「部局名・課名」、市町村、一部事務組合・広域連合は「団体名」を記入してください。 
＜入力例＞ 健康医療福祉部・医療薬務課、○○市 
主幹・青森花子
017-734-1111・017-734-1112 
（４）通番 
１からの通し番号を付してください。 

（５）種別 
当該車両を新規で提出する場合は「新規」、以前に提出した車両の更新をする場合は「更新」、以前に登録した車両の削除をする場合は「削除」、変更のない場合は「継続」を選択し、記入してください。
 
（６）定義 
当該車両の種別について、緊急車両の定義に基づき選択し、記入してください。 
①赤色灯付の車両 
②医療機関の車両、医薬品、医療材料等を搬送する車両（医療機関等の名称が表示されている車両） 
③訪問看護、訪問介護、居宅療養管理指導を実施するための車両 
④電気、ガス、上下水道、通信等のライフラインの応急復旧を行う車両 
⑤道路、河川、港湾、鉄道等の公共施設の応急復旧を行う車両 
⑥給水車、ごみ収集車、除雪車等の県民生活の維持を図るために必要な車両 
⑦行政機関の依頼に基づき、支援物資等の運搬及び災害防止活動を行う車両 
⑧県、市町村、一部事務組合、広域連合の公用車 
⑨その他、青森県災害対策合同指揮本部等が必要と認めた車両 
※①赤色灯付の車両は、指定されたものとします。 

（７）指定車両情報 
以下のとおり記入してください。 
①登録（車両）番号、車名：車両のナンバー、車両の名称を記入してください。 
②油種、タンク容量：燃料の種類（ｶﾞｿﾘﾝ、軽油）、燃料タンク容量を記入してください。

（８）使用者情報 
以下のとおり記入してください。 
①所属名：当該車両使用者の連絡先となる所属先の名称を記入してください。 
＜入力例＞ （医）△△会総務部総務課、青森市企業局水道部総務課、
 東北電力㈱青森支店青森営業所 
②施設名：当該車両使用者の施設名称を記入してください。 
＜入力例＞ □□病院、訪問看護ステーション○○、青森市役所、東北電力㈱ 
③所在地：当該車両使用者の連絡先となる住所を記入してください。 

④電話番号・ＦＡＸ番号：当該車両使用者の連絡先となる電話番号・ＦＡＸ番号を記入してください。 

（９）災害時の用途 
大規模災害時の当該車両の用途について、上記緊急車両の定義を踏まえて記入してください。 
＜入力例＞ 訪問診療車両、給水車、配電復旧用高所作業
